
津軽五所川原駅発着

東北22-28

冬の津軽鉄道で「鉄」体験

出発日 2022年１２月１８日（日）出発（日帰り）
旅行代金 ９，８００円（大人・おひとり様）

◇小学生は８，８００円

〇津軽五所川原駅構内にて

ラッセル車の構内試乗体験・撮影、雪かき体験※など

※雪かきは積雪量によって実施できない場合もあります

〇津軽飯詰駅

レイルウェイ・ライター種村直樹「汽車旅文庫」見学

〇中泊町博物館（津軽中里駅から徒歩１０分）

津軽森林鉄道の保存機関車見学

〇津軽中里駅～津軽五所川原駅

ストーブ列車に乗車（団体用の座席を確保）

◆地酒とストーブで焼いたおつまみスルメ付き

行

程

集合 津軽五所川原駅 ★津軽五所川原駅構内 ８：４５～１１：３０

①８：４０集合 ②９：３０集合※ 〇ラッセル車の構内試乗体験・撮影

〇雪かき体験、他

11:50 １５３列車 〇レイルウェイ・ライター種村直樹 13:38 ７列車

津軽五所川原+++++++++++++++++津軽飯詰 汽車旅文庫見学（昼食） 津軽飯詰++++++++++++++津軽中里

12:01 １２：０５～１３：３０ 14:08

★中泊町博物館見学（徒歩移動） 15:54 １５６列車 ★ストーブ列車に乗車

１４：３０～１５：３０ 津軽中里+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++津軽五所川原 到着後、解散

〇森林鉄道の保存車両等見学 〇地酒＆おつまみスルメのプレゼント 16:38

ご案内 ※必ずお読みください

●出発日：2022年12月18日（日）
●旅行期間：日帰り
●最少催行人員：1５名
●基本代金に含まれるもの：・津軽五所川原－津軽飯詰－津軽中里－津軽五所川原間の運賃、ストーブ列車料金

・津軽五所川原駅構内体験の費用、中泊町博物館入館料、津軽飯詰駅の昼食代
●添乗員：集合場所の津軽五所川原駅から、解散場所の津軽五所川原駅まで同行いたします。

※津軽五所川原の集合時刻は、お申込みの際にお選びください。（②はリゾートしらかみ２号で間に合います）

〇写真はイメージです



●旅行期間：2022年12月18日（日）

●添乗員 ：同行致します
●最少催行人員：15名
●ご利用代金は「サービス料・消費税」込みのお一人様当たりの料金です。

パンフレット記載内容のご案内・必ずお読みください

〈特別な配慮を必要とする方のお申込みについて〉
お客様の状況によっては、当初の手配内容に含まれない特別な配慮、措置が必要になる可能性がありま
す。特別な配慮・措置が必要性のある方は、ご相談させていただきますので係員に必ずお申し出ください。

●旅行企画・実施 〈受託販売〉●お問合わせ・お申込みは下記へ。

株式会社日本旅行東北青森支店 ▼申込は下記サイトよりお願いします。（URLまたはQRコード）

〒030-0801 青森県青森市新町2-1-11 ESTビル８階 https://va.apollon.nta.co.jp/aomori-monitor/joho?MODE=top

観光庁長官登録旅行業第1890号
営業日・営業時間 平日10：00～17：30（土日祝日は休業）
一般社団法人日本旅行業協会正会員
総合旅行業務取扱管理者：小松田敦

TEL 017-777-3451 FAX 017-776-2821

・ご出発前にご利用施設のホームページ等をご参照いただくとともに、ご不明な点は係員にご相談ください。
・感染防止対策等の一環で、施設により検温、体調に関するアンケート等を実施する場合があります。あらかじめご了承ください。
・ご出発に際して感染症が疑われる症状や発熱等がある場合はご旅行をご遠慮いただくことがございます。また、ご旅行中に同様な
事象がありました場合は最寄保健所等へのご相談をいただく場合もございます。その際はお申込み窓口にご相談ください。
・ソーシャルディスタンスをこころがけた行動をお願いいたします。ご旅行中は飛沫感染予防のため、マスクの着用をお願いいたします。
国土交通省により発表された新しい旅のエチケットについてもご一読いただきますようお願いいたします。

■当日は動画撮影などの取材が予定されております。

ご旅行に際
してのお願い

ご旅行帰着後2週間以内に新型コロナウィルス感染と診断された場合には、速やかに当社お申込み窓口までご連絡ください。ご連絡内容については当社の把握する接触者への注意喚起に
使用させていただきますが、お客様の個人情報については適切に取扱いたします。

旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う支店（営業所）での取引に関する責任者です。この旅行契約に関し、担当者からの説明にご不明な点があれば、ご遠慮なく上記の取扱い管理者にお尋ねください。

東北22-28

＜訪問地のご紹介＞
〇津軽飯詰駅
レイルウェイ・ライター種村直樹「汽車旅文庫」
２０１４年に亡くなられた種村さんの、生前所有していた書籍等のうち
３０００冊あまりを保存、閲覧可能にしています。
種村さんが愛用していた机も移設、椅子に座ると目の前にホーム、その
向こうに晴れていれば岩木山を望むことができます。
「飯詰を元気にする会」の皆様が管理し、月に一度、開館しています。

〇中泊町博物館（津軽中里駅から徒歩１０分）
かつて日本最大級の路線長を誇った津軽森林鉄道の機関車が保存されて
います。
保存機関車だけでなく、館内は津軽半島全域を一つのエリアとして捉え、
時代毎に模型、映像、レプリカなどによる体感を重視して紹介しています。
近現代ゾーンでは「津軽鉄道出札口体験」もできます。


